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学校法人 中村学園  NO.４へ続く 

○講師の方々からのご講評より 

＜１＞ 

⚫ このようにあそびやおもちゃを提供して子どもの発育、発達の支援を

する「保育あそび発達サポーター」はこれからもっと需要が出てくる

だろう。 

⚫ 子どもの多様性を受け入れられることも安心した子育てに繋がると改

めて感じた。 

⚫ みなさんが作った「おにぎりパズル」はまさに安心した子育てに活かさ

れる。 
 

＜２＞ 

⚫ 今回のケアでは過去の情報から計画を作成していることが先ず評価で

きる。それ以上に裁縫の際には一緒に行ったというところで対象者の

心が動くきっかけになったのではないかと感じる。 

⚫ 老化に対して今までの経験を強みとして、過去と価値観に焦点を当て

た支援の重要性を改めて実感した。 
 

＜３＞ 

⚫ コミュニケーションに重きをおき、関係構築ができた結果が今回の支

援に繋がった。限られた期間で対象者とたくさんのコミュニケーショ

ンを取り、職員にも打ち明けたことのないことを打ち明けてくれたこ

とがその証であると思う。 

⚫ 現場にではコミュニケーションを取るという意識が持てなくなる現状

があると感じる。是非この経験を忘れずに支援とコミュニケーション

を大切にしていってほしい。 
 

＜４＞ 

⚫ プレゼンテーション力に驚いた。 

⚫ 具体的にイメージしながら聞くことができた。 

⚫ 視覚障害のある方もストレスなく着ることができる「裏表のない世界」

の服がもっと広がってほしい。 

⚫ 視覚障害者と晴眼者に焦点を当てて研究を進め、インクルージョンの

実現に繋げていきたいという考え方が素晴らしい。 
 

＜５＞ 

⚫ 「優生保護法」について、とても勉強になった。 

⚫ 専門学校静岡電子情報カレッジの映像を専攻する学生とのコラボが素

晴らしい。聴覚障害者協会の方々と作成しているYouTube動画完成に

大いに期待する。 

⚫ 非常に勉強になる内容であった。やはり「知る」「触れる」ことが興味、

関心を持つきっかけになるのだと実感した。 

 

＜６＞ 

⚫ このいたましい事件は私も支援者としてしっかりと見つめていかなく

てはならないと感じている。 

⚫ 認知症の要介護者を介護者自身が認知症になったことに気づかずに介

護をし続けている「認認介護」増えている。まだまだ家族だからという

考え方から家庭内のみで頑張ろうとする方々が多い。レスパイト支援

も広げていく必要性を強く感じている。 

⚫ ５人に１人が高齢者となる今、このような状況に陥らないために支援

の幅を広げていかなくてはと改めて考えさせられた。 
 

＜７＞ 

⚫ 学外において活動していることが学生の皆さんの力になると強く感じ

た。 

⚫ 中村学園だからできることがたくさんあると、また未来への可能性を

痛感させられた。 

⚫ 電子と福祉のコラボはここでしかできない何よりの強みだと感じる。

どんどん形にできるよう活動を継続していってほしい。 

⚫ 学生の間にたくさんの人と関わることで、考え方に厚みが増し、行動力

が身に付く。是非学校を牽引し続けてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜５＞の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜７＞の様子 

卒業研究「知的障がい者向けのゲーム開発」とその振り返り  
 

ITゲーム＆ロボットシステム学32科2年 大森 勇之介 

私たちグループは今回の卒業研究を通して大変貴重な経験をさせてい

ただきました。 

3月中にテーマを「知的障がい者のためのゲーム開発」に決め、1年間

通して研究を進めました。6月には静岡視覚特別支援学校を訪問して先生

と情報交換。また総合福祉学科の石田先生は長時間ミーティングに付き

合って下さり、知的障がいを持つ子との向き合い方からゲーム内容のア

ドバイスまで、多くのことを教えてくださいました。操作を簡便化するた

めに３D プリンタを駆使して独自のコントローラも開発。完成したゲー

ムを放課後デイサービスに持って行き、知的障がいを持った子供たちに

実際プレイしてもらい、職員の方や子供たちから「楽しかった」や「今後

も制作を続けて欲しい」などの意見をいただき、“ものづくりの醍醐味”

を味わうことができました。 

卒業研究発表会では、講師である企業の方々から発表内容や着眼点な

どで良い評価をいただくことができました。 

卒業後も改善を続け、「自作のゲームで知的障がい者への意識改革」を

成し遂げたいと考えています。 

 

卒業研究ゼミナール発表を終えて 
 

音響＆映像メディアクリエイト学科2年 大石 璃香 

 後期からスタートした卒業研究で「音楽ライブの企画運営」に取り組ん

できました。本当に何も決まっていない状態からスタートしての企画は

わからないことばかりで、不安になる部分が多くありましたが、会場の

LIVE ROXY の店長さんや学校の先生から協力をいただきながら進めて

いき、1月21日にイベントを無事に開催することができました。ゼロか

ら企画してきたイベントは収益もプラスにすることができ、来場した方

や先生方から良い評価をいただくこともできました。 

 発表では企画の流れと当日の様子、いただいた評価や自分達の反省点

をまとめて発表しました。ゼミナールや授業でお世話になってきた講師

の先生方からもご意見をいただき、今後の社会人生活でプラスにしてい

ければと考えています。私は今後、音響職として務めていくため、この卒

業研究での経験を活かして業界に貢献できるように頑張っていきたいで

す。 
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卒業研究発表会を終えて 
 

子ども心理学科3年 畝田 知奈美 

卒業研究発表会を通して、自分の強みを発見することができました。 

私達のグループは「発達の多様性に応じたおもちゃ・あそびについて」

の学びを深めました。この研究をするまでは「気になる子」とどのように

関わって行けば良いのか分からず、戸惑うことが多くありました。 

しかし、研究を進めて行き、保育あそび発達サポーター養成講座を受け

る中で多様な発達特性への理解を深めることができました。また、手作り

おもちゃでコンテストに応募し、みんなでアイデアを出し合い、協力して

ひとつのおもちゃを作ったことは自信となり、大きな達成感を味わうこ

とができました。 

時間や費用をかけず身近なものを使ってでも、子どもの特性に合わせ

て楽しめるおもちゃが作れることやその子に合った援助や支援ができる

ということも、1.2年生やクラスメイトに伝えられてよかったです。また、

他のグループの研究発表も聞くことで他の分野のことについても理解を

深められて貴重な学びとなりました。 

今回の研究から発表までの過程で培った知識や技術を就職先でも活か

して行けるよう頑張ります。 

 

卒業研究から得られた財産 
 

総合福祉学科3年 菊地 拓斗 

卒業研究を終えて、私は複雑な思いでいっぱいです。卒業研究は、どの

グループも試行錯誤しながら、話し合いを重ね、協力し、必死の思いで完

成させました。だから、発表会当日は、発表や司会を失敗できないという、

味わったことのない緊張感がありました。終了後は今まで感じたことの

ない、達成感と脱力感のようなものが入り混じっていました。 

今まで共に過ごしてきた仲間達との実習や学校生活の集大成。どの発

表も、聴いていて捉え方や考え方が様々で、みんならしさを感じました。

多くの先生方に聴いていただき、たくさんのご助言やご指導を頂けたこ

とに、心から感謝しています。私は、多くの人に支えられていることを再

確認することができました。常に、感謝と尊敬の気持ちを忘れずにいたい

と強く感じました。 

私は卒業研究を通して、貴重な経験をさせて頂いたのだと強く思いま

す。多くの出会いや学びから得られたことを大きな財産とし、それらを活

かし、卒業しても何事にも諦めず挑戦し続けていきたいです。 

 

 

 

 

効果的なコミュニケーションの重要性と協調性の大切さ 
 

介護福祉学科2年 鈴木祐成 

ケアスタディ発表会を通じて、短い文章で分かりやすく相手に伝える

ことの大変さを学びました。 

決められた持ち時間でいかに相手にわかりやすく説明ができるのか具

体的にかつ短く伝える努力をしました。この事は現場に行っても同じ事

が言えます。長い文章だと理解できない方はいらっしゃると思います。そ

のため単語で話すことや、短い言葉で理解してもらえるよう支援する事

が大切です。仕事をして行く中で利用者様だけでなく、同じ職場の介護職

員や一緒に関わる他の専門職の方にも、端的に話すことが大事だと実感

しました。その他では協調性の重要性を学びました。 

今回のケアスタは学生主体であるものでした。全員が役割を持ち、その

役割に責任感をもち動いてくれました。自分達ケアスタ委員の指示があ

ったからかもしれませんが、みんなが「成功させたい」という気持ちにな

りテキパキ行動できたからこそ、来賓の方や先生方からありがたいお言

葉を頂けたと考えます。この協調性を大事にし、現場でも利用者様の目標

達成に向けて取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の行事 
 

 ６日（水）進級・卒業判定会議 

 ９日（土）第６回入学選考、第９回ステップアップレッスン 

      オープンキャンパス１３：１５～ 

１４日（木）登校日（全学年）、大掃除、本部大掃除 

１５日（金）同窓会入会式、幼稚園卒園式 

１６日（土）終業式、卒業式、謝恩会 

２０日（水）春分の日 

２２日（金）新入生オリエンテーション 

（Ｅ１０：３０、Ｗ１３：００、豊岡Ｗ終了後） 

２３日（土）ＳＰオープンキャンパス１３：１５～ 

２６日（火）第４回法人理事会（新旧歓送迎会） 

２９日（金）新入生オリエン（未参加者）、職員会議 

      最終入学選考、保育園「お別れ会」 

４月の行事 
 

 ５日（金）新入生オリエンテーション９：００～ 

      在校生オリエンテーション１３：００～ 

      【健康診断】新入生１０：００～ 

            在校生１３：００～ 

 ６日（土）始業式、入学式、後援会入会式 

（静銀ユーフォニア） 

 ８日（月）在校生前期講義開始 

      新入生オリエンテーション ～１０日（水） 

１１日（木）新入生宿泊研修（御殿場） ～１３日（土） 

１５日（月）新入生前期講義開始 

      学生会挨拶運動 ～１９日（金） 

１８日（木）学生会選挙（昼休み） ～１９日（金） 

２０日（土）オープンキャンパス１３：１５～ 

２９日（月）昭和の日 

 


